
（別紙３）

～ 2026年　2月　10日

（対象者数） 30 （回答者数） 28

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・研修
・外部、内部との情報共有

2

・通常療育の中での言語指導の導入
（グループ分けを検討しながら取り組む）

3

・就園後、園との連携を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・場を提供していく
オンライン・対面など実施方法も含めてより多くの参加が
実現できるように取り組む

2

・公式LINEにて周知を行っていく。
活動イベントや行事日程も毎月詳しく案内する

3

・6ヶ月のモニタリングのほかに面談や家族支援の場を
設けていく。

経験豊富（未就学・就学・小学校）な人材での支援 ・プログラムの立案（感覚・運動・制作・音、ことば）
・集団と個別からのアプローチ

専門性（言語聴覚士）による【ことば】の指導 ・ST個別による言語指導

早期～先を見据えた支援 ・個々のレベルにあった習慣づけ
・就園を見据えた土台作り

面談やこどもの情報共有をする場が少なかった ・要望の吸い上げができていなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域・保護者・きょうだい間の交流がない ・必要性を理解していなかった

活動やイベントなどの周知が弱い ・参加した子どもにしか活動報告をしていなかった。
・発信の情報が希薄であった。

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　16日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 NPO法人　　あーぶる

○保護者評価実施期間 2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


